
石
上
神
宮
と
中
国
王
朝
の
武
器
庫
の
武
器
の
数
量
に
つ
い
て

は
じ
め
に

古
代
の
石
上
神
宮
に
は
、
莫
大
な
数
量
の
武
器
・
武
具
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た

ら
し
い
。

『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
三
十
九
年
条
「
一
云
」
の
伝
承
に
よ
る
と
、
五
十
現
敷

皇
子
が
茅
滞
(
和
泉
国
)
の
菟
砥
の
河
上
で
作
っ
た
「
大
万
一
千
口
」
(
本
文
で
は

「
剣
一
千
口
」
)
を
大
和
の
忍
坂
に
収
蔵
し
、
の
ち
に
忍
坂
か
ら
石
上
神
宮
へ
移
し

て
物
部
首
の
祖
先
の
市
河
に
管
理
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
伝
承
は
、
石
上
神
宮

の
武
器
庫
に
大
量
の
万
剣
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

ま
た
、
天
武
天
皇
二
年
(
六
七
三
)
八
月
条
に
、
天
皇
は
忍
壁
皇
子
等
を
石
上

み
が

神
宮
に
派
遣
し
て
「
膏
油
」
で
も
っ
て
「
神
宝
」
を
「
埜
」
か
せ
、
神
宝
を
元
の
所
有

者
の
子
孫
に
返
還
さ
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
宝
に
は
、
武
器
・
武
具

も
含
ま
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

大
量
の
神
宝
を
返
却
し
た
あ
と
で
も
、
石
上
神
宮
の
武
器
庫
に
は
ま
だ
膨
大

な
数
量
の
兵
器
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
(
八

O
五
)
二
月
庚
成
条
の
記
事
か
ら
推

前
之
園

亮

察
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
一
時
期
山
城
国
葛
野
郡
に
運
収
さ
れ
て
い
た
大
和
国
の
石

上
神
宮
の
「
兵
伎
」
を
、
も
と
の
石
上
神
宮
に
返
還
し
た
際
に
、
運
搬
に
要
す
る

人
数
と
し
て
「
単
功
一
十
五
万
七
千
余
人
」
を
支
度
し
て
桓
武
天
皇
に
奏
上
し
た

と
い
う
。

「
単
功
」
は
延
人
数
の
こ
と
で
あ
り
、
「
兵
役
」
と
は
万
剣
・
楯
矛
・
弓
矢
・
甲
宵

等
の
類
だ
と
恩
わ
れ
る
が
、
延
一
十
五
万
七
千
余
人
も
の
多
人
数
で
運
搬
す
る

兵
伎
の
数
量
は
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
多
さ
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
人
に
つ
き
五
点
の
兵
伎
を
持
ち
運
ん
だ
と
仮
定
し
て
計
算
す
れ
ば
、
約

七
十
八
万
五
千
余
と
い
う
数
に
な
る
。
少
し
多
め
に
見
積
も
っ
て
一
人
で
十
点

を
運
搬
し
た
と
仮
定
し
て
計
算
す
る
と
、
百
五
十
七
万
余
と
い
う
膨
大
な
数
量

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
延
十
五
万
七
千
余
人
で
持
ち
運
ん
だ
兵
伎
の
数
量
は
さ

ま
ざ
ま
に
推
測
で
き
、
そ
の
実
数
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、

少
な
く
見
積
も
っ
て
も
数
十
万
点
は
下
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
多
め
に

見
積
も
れ
ば
二
百
万
近
い
数
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
大
量
の
兵
伎
が
石
上
神
宮
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
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こ
と
は
、
事
実
と
し
て
俄
に
信
じ
が
た
い
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。
時
の
桓
武

天
皇
も
兵
伎
の
返
送
に
要
す
る
人
数
の
あ
ま
り
の
多
さ
を
不
審
に
思
っ
た
の
か
、

そ
の
わ
け
を
下
問
し
て
い
る
。
「
勅
し
て
日
く
。
此
の
神
宮
の
他
社
に
異
な
る
所

以
は
何
ぞ
」
と
。
そ
れ
に
対
し
て
「
或
臣
」
が
「
多
く
兵
伎
を
収
む
る
が
故
な
り
」
と

答
え
、
天
皇
が
ま
た
「
何
の
因
縁
有
り
て
収
む
る
所
の
兵
器
ぞ
」
と
問
、
っ
と
、
「
昔

来
の
天
皇
の
神
宮
に
御
し
て
、
便
ち
宿
収
す
る
所
な
り
」
と
奉
答
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
石
上
神
宮
の
武
器
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
兵
伎
の
推
定

数
量
が
数
十
万
か
ら
二
百
万
に
の
ぼ
る
の
は
、
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
は
し
な
い
か

と
い
う
懐
疑
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
少
し
ず
つ
『
国
訳
資
治
通
鑑
』

(
続
国
訳
漢
文
大
成
経
子
史
部
加
藤
繁
・
公
団
連
太
郎
訳
註
全
十
三
巻
)
を

読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
中
国
で
も
数
十
万
か
ら
推
定
二
千
万
く
ら
い
の
莫
大
な

数
量
の
兵
器
が
宮
廷
の
武
器
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
記
事
が
二
、
三
目
に
つ
い

た。
そ
れ
で
、
そ
れ
ら
の
記
述
に
対
応
す
る
記
事
を
『
晋
書
』
『
宋
書
』
『
旧
唐
害
』
な

ど
に
あ
た
っ
て
探
し
て
み
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
じ
内
容
の
記
事
が
み

つ
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
気
が
つ
い
た
『
資
治
通
鑑
」
の
記
事
と
そ
れ
に
対

応
す
る
『
晋
書
』
『
宋
書
』
『
旧
唐
書
」
の
記
述
を
以
下
に
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
し

た
い
。
た
だ
し
、
「
資
治
通
鑑
」
は
大
部
の
著
作
ゆ
え
、
ま
た
筆
者
は
中
国
史
の
門

外
漢
で
あ
る
の
で
、
見
落
と
し
ゃ
誤
解
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
点
は
、
ど

う
か
御
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

な
お
、
石
上
神
宮
の
武
器
・
武
器
庫
に
関
す
る
先
学
の
研
究
は
少
な
く
な
い

も
の
の
、
中
国
王
朝
の
武
器
庫
の
兵
伎
の
数
量
と
比
較
し
つ
つ
論
述
し
た
研
究

は
管
見
の
か
ぎ
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二
百
万
人
の
器
械

「
資
治
通
鑑
」
晋
の
恵
帝
の
元
康
六
年
(
二
九
六
)
条
。

冬
十
月
、
武
庫
火
あ
り
。
累
代
の
宝
及
び
二
百
万
人
の
器
械
を
焚
く
。

十
二
月
丙
成
、
新
た
に
武
庫
を
作
り
、
大
い
に
兵
器
を
調
す
。

こ
れ
は
、
晋
王
朝
の
帝
都
洛
陽
の
宮
廷
の
武
庫
の
火
災
で
「
二
百
万
人
の
器

械
」
が
焼
失
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
と
対
応
す
る
記
述
は
『
晋
書
」
恵
帝
紀

に
見
え
な
い
も
の
の
、
同
書
巻
二
十
七
の
五
行
志
上
に
対
応
記
事
が
記
載
さ
れ

て
い
る
(
五
行
志
は
災
異
記
事
等
を
収
録
)
。
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

恵
帝
の
元
康
五
年
間
月
庚
寅
。
武
庫
火
あ
り
。
張
華
、
乱
有
る
を
疑
ひ
、

先
ず
固
守
を
命
じ
、
然
る
後
火
を
救
ふ
。
是
を
以
て
累
代
の
異
宝
、
王
葬

の
頭
、
孔
子
の
履
、
漢
高
祖
の
断
白
蛇
剣
及
び
二
百
万
人
の
器
械
、
一
時

に
蕩
尽
す
。

こ
れ
に
も
「
二
百
万
人
の
器
械
」
が
焼
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
宋

書
』
巻
二
十
二
の
五
行
志
三
に
も
対
応
記
事
が
見
え
る
。
そ
れ
は
、
左
記
の
と
お

り
で
あ
る
。晋

の
恵
帝
の
元
康
五
年
間
月
庚
寅
、
武
庫
火
あ
り
。
張
華
、
乱
有
る
を

疑
ひ
、
先
ず
固
守
し
、
然
る
後
災
を
救
ふ
。
是
を
以
て
累
代
の
異
宝
、
王

葬
の
頭
、
孔
子
の
履
、
漢
高
(
祖
)
の
断
白
蛇
剣
及
び
二
百
万
人
の
器
械
、

一
時
に
蕩
尽
す
。

武
庫
の
火
災
の
お
き
た
年
に
つ
い
て
『
資
治
通
鑑
」
は
元
康
六
年
と
す
る
が
、

「
晋
書
」
『
宋
書
』
は
元
康
五
年
と
す
る
。
六
年
は
五
年
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
器
械
」
と
は
武
器
・
武
具
の
こ
と
で
あ
る
が
、
武
庫
と
と
も
に
焼
失
し
た

「
二
百
万
人
の
器
械
」
と
は
、
二
百
万
人
の
兵
士
を
武
装
さ
せ
う
る
数
量
の
兵
役
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と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
よ
い
と
思
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
二
百
万
人
の
器

械
」
は
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
数
量
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
り
に
一
人
に
五
点
の
武

器
・
武
具
を
装
着
し
た
と
す
れ
ば
一
千
万
点
に
な
り
、
一
人
に
十
点
を
装
備
し

た
と
す
れ
ば
二
千
万
点
に
達
す
る
。
こ
れ
は
、
俄
に
信
じ
が
た
い
ほ
ど
膨
大
な

数
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
ん
な
に
莫
大
な
兵
器
が
晋
の
武
庫
に
蓄
蔵
さ
れ
て
い
た
公
算
は

小
さ
く
な
い
と
恩
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
晋
は
貌
・
萄
・
呉
の
兵
器
を
接
収
・

没
収
し
、
晋
自
信
も
大
規
模
な
軍
備
縮
小
を
断
行
し
て
地
方
軍
の
武
器
を
中
央

の
武
器
庫
に
収
納
し
た
か
ら
で
あ
る
。

貌
は
二
六
三
年
に
萄
漢
を
滅
ぼ
し
た
。
『
資
治
通
鑑
』
貌
元
帝
景
元
四
年

(
二
六
三
)
条
に
よ
る
と
、
滅
亡
時
の
萄
漢
の
兵
力
は
「
甲
士
十
万
二
千
」
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
武
装
解
除
す
れ
ば
数
十
万
か
ら
百
万
く
ら
い
の
武
器
・
武
具
を
没

収
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
多
く
は
貌
の
都
の
洛
陽
の
武
器
庫
に
収
納
さ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
二
年
後
の
二
六
五
年
、
貌
の
元
帝
の
禅
譲
を
受
け
て
晋
の
武
帝
(
司
馬

炎
)
が
即
位
し
た
。
つ
ま
り
、
貌
王
朝
か
ら
晋
王
朝
へ
交
替
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
際
、
晋
の
武
帝
は
貌
の
兵
伎
と
武
器
庫
も
そ
っ
く
り
譲
り
受
け
た
は
ず
で
あ

る
。
貌
は
萄
漢
・
呉
よ
り
は
る
か
に
大
国
で
あ
っ
た
か
ら
、
鶏
か
ら
受
け
継
い

だ
武
器
庫
に
は
膨
大
な
武
器
・
武
具
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

つ
い
で
二
八

O
年
、
晋
は
呉
を
滅
ぼ
し
て
中
国
を
統
一
し
た
。
「
耳
目
書
』
武
帝

紀
太
康
三
年
(
二
人
二
)
三
月
条
に
よ
る
と
、
滅
亡
時
の
呉
の
兵
力
は
「
兵

二
十
三
万
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
武
装
解
除
す
れ
ば
、
百
万
か
ら
二
百
万
く
ら
い

の
兵
器
を
接
収
で
き
る
だ
ろ
う
。

呉
の
最
後
の
皇
帝
孫
陪
の
「
妓
妾
五
千
人
」
は
晋
の
帝
都
洛
陽
に
連
行
さ
れ
て

武
帝
の
後
宮
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
「
呉
生
口
」
は
洛
陽
に
投
致
さ
れ
て
晋
の
王
公
以

下
に
分
配
・
下
賜
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
類
推
す
れ
ば
、
呉
か
ら
没
収
し
た
武
器
・

武
具
の
多
く
も
洛
陽
の
武
器
庫
に
運
収
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
呉
は
古
く
か
ら
優
秀
な
万
剣
の
産
地
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
か
ら
、

呉
の
都
建
業
(
現
存
の
南
京
市
)
の
武
器
庫
の
兵
伎
は
ほ
と
ん
ど
洛
陽
の
武
器
庫

へ
運
搬
・
集
積
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
ま
で
に
晋
が
貌
か
ら
受
け
継
ぎ
、
局
漢
・
呉
か
ら
没
収
し
た
武
器
・

武
具
の
総
量
は
数
百
万
点
を
こ
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
に
加
え
て
、
晋
は
軍
備
縮
小
を
断
行
し
て
大
量
の
兵
器
を
接
収
し
た
の

で
、
晋
の
武
器
庫
に
は
膨
大
な
兵
伎
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。

呉
を
滅
ぼ
し
て
三
国
時
代
に
終
止
符
を
打
ち
、
黄
巾
の
乱
以
来
の
戦
乱
と
分

裂
を
約
百
年
ぶ
り
に
終
息
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
晋
の
武
帝
は
、
太
康
元
年

(
二
八

O
)
に
大
々
的
な
軍
備
縮
小
を
全
国
に
発
令
し
た
。

大
郡
に
百
人
、
小
郡
に
五
十
人
の
武
吏
を
置
く
に
と
ど
め
、
そ
れ
ま
で
州
郡

に
所
属
し
て
い
た
多
数
の
兵
士
を
帰
農
さ
せ
た
。
ま
た
曹
操
の
創
設
し
た
各
地

の
屯
田
兵
も
廃
止
し
た
。
こ
の
大
規
模
な
軍
縮
に
よ
っ
て
不
要
に
な
っ
た
大
量

の
兵
器
は
、
官
に
没
収
さ
れ
、
返
還
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

思
う
に
晋
の
恵
帝
の
元
康
六
年
(
二
九
六
)
に
焼
失
し
た
「
二
百
万
人
の
器
械
」

の
大
部
分
は
、
貌
・
萄
漢
・
呉
か
ら
継
受
・
没
収
し
た
兵
器
と
、
武
帝
の
大
軍

縮
に
よ
っ
て
接
収
・
返
却
さ
れ
た
兵
伎
で
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。し

た
が
っ
て
、
洛
陽
の
武
器
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
二
百
万
人
の
器
械
」
が

焼
け
た
と
い
う
『
資
治
通
鑑
』
『
晋
書
』
の
記
述
は
、
事
実
を
伝
え
た
も
の
と
み
て

よ
い
と
思
う
。
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晋
の
朝
廷
の
武
器
庫
に
は
二
百
万
人
の
兵
士
を
武
装
さ
せ
う
る
だ
け
の
膨
大

な
兵
伎
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
新
品
と
は
か
ぎ
ら

ず
、
老
朽
化
し
た
旧
式
の
武
器
・
武
具
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

十
万
人
の
伎

『
資
治
通
鑑
』
宋
の
文
帝
の
元
嘉
七
年
(
四
三

O
)
十
二
月
条
に
、
武
器
庫
に

十
万
人
分
の
兵
器
を
貯
蔵
し
て
い
る
と
称
し
た
記
事
が
み
え
る
。
そ
れ
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

彦
之
(
到
彦
之
)
が
北
伐
す
る
や
、
甲
兵
資
実
甚
だ
盛
ん
な
り
。
敗
れ
還

る
に
及
び
て
、
委
棄
務
尽
す
。
府
蔵
・
武
庫
、
之
が
た
め
に
空
虚
な
り
。

包
目
、
上
(
文
帝
)
、
群
臣
と
宴
す
る
に
、
荒
外
の
降
人
(
北
貌
か
ら
の
亡

命
者
)
有
り
て
坐
に
在
り
。
上
、
尚
書
庫
部
郎
顧
深
に
問
ふ
、
「
庫
中
の
伎
は
、

猶
ほ
幾
許
有
る
か
」
と
。
深
、
稔
り
対
ふ
、
「
十
万
人
の
伎
有
り
」
と
。
上
、

既
に
問
う
て
之
を
悔
い
、
環
の
対
を
得
、
甚
だ
喜
ぶ
。

こ
の
文
章
の
意
味
は
、
元
嘉
七
年
、
右
将
軍
の
到
彦
之
が
五
万
の
甲
兵
を
率

い
て
北
伐
(
北
貌
討
伐
)
に
出
征
し
た
際
、
そ
の
装
備
は
甚
だ
充
実
し
て
盛
ん
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
北
伐
寧
は
敗
北
し
て
武
器
・
武
具
な
ど
を
す
べ
て
投
棄
し

て
逃
げ
帰
っ
た
。
そ
の
た
め
劉
宋
王
朝
の
「
府
蔵
・
武
庫
」
は
空
っ
ぽ
同
然
に
な
っ

た。
そ
の
後
、
文
帝
が
群
臣
と
宮
中
で
宴
を
催
し
た
お
り
、
「
荒
外
の
降
人
」
(
北
貌

か
ら
の
亡
命
者
)
も
同
席
し
て
い
た
。
文
帝
は
北
貌
か
ら
の
亡
命
者
が
列
席
し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
う
っ
か
り
不
用
意
な
質
問
を
尚
書
庫
部
郎
の
顧
深
に
し

て
し
ま
っ
た
。
「
今
、
武
器
庫
の
武
器
は
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る
の
か
」
と
。
顧

深
は
と
っ
さ
の
機
転
を
き
か
し
て
「
ま
だ
十
万
人
分
の
兵
伎
が
あ
り
ま
す
」
と
虚

偽
の
答
弁
を
返
し
た
。
文
帝
は
不
注
意
な
聞
を
発
し
た
こ
と
を
す
ぐ
後
悔
し
た

が
、
顧
環
の
答
弁
を
聞
い
て
甚
だ
喜
ん
だ
。

右
の
『
資
治
通
鑑
』
の
記
事
に
対
応
す
る
記
述
は
、
『
宋
書
』
巻
八
十
一
の
顧
深
伝

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

元
嘉
七
年
、
太
祖
(
文
帝
)
、
到
彦
之
を
遺
し
て
河
南
(
黄
河
の
南
岸
一
帯
)

を
経
略
せ
し
め
て
大
敗
す
。
悉
く
兵
甲
を
委
棄
し
、
武
庫
こ
れ
が
た
め
に

空
虚
な
り
。

後
、
太
祖
、
宴
会
す
。
荒
外
の
帰
化
人
有
り
て
坐
に
在
り
。
上
、
(
願
)
深

に
問
ふ
、
「
庫
中
の
伎
な
お
幾
許
か
あ
る
」
と
。
環
論
り
答
ふ
、
「
十
万
人
の
伎

あ
り
」
と
。

も
と
武
摩
の
伎
は
秘
し
て
多
少
を
一
吉
は
ず
。
上
、
既
に
聞
を
発
し
、
失

言
を
追
悔
す
。
深
の
説
対
す
る
に
及
び
、
上
、
甚
だ
喜
ぶ
。

さ
て
、
「
十
万
人
の
杖
有
り
」
と
は
、
十
万
人
の
兵
士
を
武
装
さ
せ
る
に
足
る
武

器
・
武
具
が
有
る
と
い
う
意
味
だ
と
恩
わ
れ
る
。
そ
の
数
量
は
、
少
な
く
見
積

も
っ
て
も
数
十
万
か
ら
百
万
く
ら
い
に
は
な
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
こ
の
数
は

「
単
功
一
十
五
万
七
千
余
人
」
で
も
っ
て
運
搬
し
た
石
上
神
宮
の
兵
伎
の
数
量
に

近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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兵
器
四
十
七
万

『
資
治
通
鑑
」
唐
の
玄
宗
の
天
宝
十
歳
(
七
五
二
八
月
丙
辰
条
に
、
次
の
よ
う

な
記
事
が
あ
る
。

武
庫
火
あ
り
。
兵
器
三
十
七
万
を
焼
く
。



こ
れ
に
対
応
す
る
の
は
、
『
旧
唐
書
』
玄
宗
紀
下
の
天
宝
十
歳
入
月
丙
辰
条
の

京
城
の
武
庫
に
災
あ
り
。
器
械
四
十
七
万
事
を
焼
く
。

と
い
う
記
事
で
あ
る
(
「
事
」
は
数
詞
)
。

た
だ
し
、
『
資
治
通
鑑
』
と
『
旧
唐
書
』
で
は
焼
け
た
兵
伎
の
数
に
違
い
が
あ
る
。

前
者
は
三
十
七
万
と
あ
る
の
に
、
後
者
は
四
十
七
万
と
伝
え
る
。
こ
れ
は
。
後

者
の
四
十
七
万
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
『
旧
唐
書
」
巻
三
十
七
の
五
行
志
に
左
記
の
よ
う
な
対
応
記
事
が

見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

其
年
(
天
宝
十
歳
)
八
月
六
日
、
武
庫
に
災
あ
り
。
二
十
人
間
十
九
架
、
兵

器
四
十
七
万
件
を
焼
く
(
「
件
」
は
数
調
)
。

こ
の
「
器
械
四
十
七
万
事
」
「
兵
器
四
十
七
万
件
」
は
武
器
の
数
量
で
あ
る
。

四
十
七
万
も
の
兵
器
が
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
数
万
の
兵
士
が
武
装
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

$
4
F
シ
』
杭
w

「
日
本
後
紀
」
延
暦
二
十
四
年
二
月
条
に
よ
る
と
、
一
時
期
平
安
京
に
移
さ
れ

て
い
た
石
上
神
宮
の
兵
伎
を
、
再
び
石
上
神
宮
に
返
送
・
運
搬
す
る
の
に
「
単
功

一
十
五
万
七
千
余
人
」
を
必
要
と
し
た
。

単
功
す
な
わ
ち
延
べ
人
数
十
五
万
七
千
余
人
で
も
っ
て
運
搬
す
る
兵
器
の
数

量
を
推
計
す
る
と
、
一
人
で
五
点
を
運
ん
だ
と
仮
定
す
れ
ば
約
七
十
八
万
五
千

点
と
な
り
、
一
人
で
十
点
の
兵
伎
を
持
ち
運
ん
だ
と
仮
定
す
れ
ば
約

百
五
十
七
万
点
と
な
る
。
ど
ち
ら
の
仮
定
で
推
計
し
て
も
莫
大
な
数
量
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

こ
れ
ほ
ど
大
量
の
兵
器
が
石
上
神
宮
の
武
器
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う

の
は
、
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
よ
う

に
、
『
資
治
通
鑑
』
や
『
晋
書
』
『
宋
書
』
『
旧
唐
書
」
に
も
「
二
百
万
人
の
器
械
」
「
十
万

人
の
伎
」
「
兵
器
四
十
七
万
」
が
武
器
庫
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
記
事
が
散
見
す
る
の

で
あ
る
。

な
か
で
も
「
資
治
通
鑑
』
『
晋
書
』
に
み
え
る
「
二
百
万
人
の
器
械
」
は
、
兵
士
一
人

が
五
点
な
い
し
十
点
の
武
器
・
武
具
を
装
着
し
た
と
仮
定
し
て
推
計
す
れ
ば

一
千
万
点
か
ら
二
千
万
点
く
ら
い
の
兵
器
の
数
量
に
な
る
。
こ
の
数
量
は
、
石

上
神
宮
の
推
定
兵
器
数
七
十
八
万
五
千
点
1
百
五
十
七
万
点
の
十
倍
強
に
相
当

す
る
。こ

れ
ほ
ど
膨
大
な
兵
役
が
晋
の
都
洛
陽
の
武
器
庫
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
の
だ

か
ら
、
そ
の
十
分
の
一
弱
の
兵
器
が
石
上
神
宮
の
武
器
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
延
暦
二
十
四
年
の
時
点
で
石
上
神
宮
の
武
器
庫
に
「
単
功

一
十
五
万
七
千
余
人
」
で
も
っ
て
運
搬
す
る
だ
け
の
莫
大
な
数
量
の
武
器
・
武
具

が
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
と
認
め
て
も
よ
い
と
考
え
る
。

そ
の
な
か
に
は
大
化
以
後
に
収
公
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
五
八
七
年
の
物
部
氏
滅
亡
以
前
か
ら
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
も
少
な

く
な
く
、
旧
式
の
老
朽
化
し
た
武
器
・
武
具
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
膨
大
な
兵
器
を
貯
蔵
・
管
理
す
る
た
め
に
、
中
国
の
庫
部
ほ
ど

で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
な
り
の
組
織
が
必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
日

本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
三
十
九
年
条
の
「
=
?
と
に
、
石
上
神
宮
の
神
宝
を
掌
っ
た

五
十
喰
敷
皇
子
に
「
十
箇
品
部
」
(
楯
部
・
倭
文
部
・
神
弓
削
部
・
神
矢
作
部
・
大
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穴
磯
部
・
泊
橿
部
・
玉
作
部
・
神
刑
部
・
日
置
部
・
大
万
侃
部
)
を
賜
っ
た
と
伝

え
て
い
る
。

こ
れ
ら
十
種
の
品
部
は
神
宝
の
武
器
・
武
具
や
倭
文
布
・
玉
な
ど
を
製
造
し

た
り
管
理
し
た
り
す
る
職
務
に
従
事
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

十
箇
品
部
が
垂
仁
朝
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
点
は
信
じ
が
た
い
も
の
の
、
垂

仁
三
十
九
年
条
の
一
云
は
、
石
上
神
宮
の
武
器
庫
と
兵
伎
の
維
持
・
管
理
が
物
部

連
・
物
部
首
の
み
な
ら
ず
楯
縫
部
以
下
多
く
の
氏
族
の
参
加
・
分
担
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
伝
承
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
よ
り
思
う
に
、
物
部
遠
の
統
率
す
る
武
器
庫
管
理
の
組
織
が
実
在
し
、

そ
れ
は
莫
大
な
兵
器
の
数
量
か
ら
推
し
て
か
な
り
大
掛
り
な
組
織
だ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
物
部
氏
の
単
な
る
私
的
な
組
織
で
あ
る
ま
い
。

さ
ら
に
憶
測
を
遅
し
く
す
れ
ば
、
石
上
神
宮
の
武
器
庫
の
前
身
に
あ
た
る
忍

坂
の
武
器
庫
も
大
規
模
で
あ
り
、
忍
坂
大
中
姫
(
允
恭
天
皇
の
皇
后
)
の
忍
坂
宮

(
隅
回
八
幡
人
物
画
像
鏡
銘
の
「
意
柴
沙
加
宮
」
)
も
壮
大
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
武
器
庫
が
忍
坂
か
ら
石
上
神
宮
へ
移
さ
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
大
き
な
火
災
に
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
石
上
神
宮
の
武
器
庫
に
は
武
器
・
武
具
だ
け
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
。
十
箇
品
部
の
な
か
に
倭
文
部
、
玉
作
部
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

む

じ

な

と
や
、
垂
仁
天
皇
八
十
七
年
条
に
「
牟
士
那
」
の
腹
か
ら
出
て
き
た
八
尺
現
勾
玉

が
石
上
神
宮
に
献
上
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
様
々
な
物
品
が
収
納
さ

れ
て
い
た
。
神
刑
部
の
貢
進
し
た
猪
膏
も
収
蔵
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
%
。

同
じ
こ
と
は
、
中
国
の
王
朝
の
武
器
庫
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
第
一
章
に
記

し
た
よ
う
に
、
『
晋
書
』
巻
二
十
七
の
五
行
志
上
に
は
、
晋
の
武
器
庫
が
焼
け
た
と

き
に
「
累
代
の
異
宝
、
王
葬
の
頭
、
孔
子
の
履
」
も
一
緒
に
消
失
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。

王
葬
の
頭
に
関
連
し
て
い
う
と
、
『
宋
書
』
巻
七
十
四
の
蔵
質
伝
に
も
抹
殺
さ
れ

た
蔵
質
の
「
頭
首
」
に
漆
を
塗
っ
て
武
庫
に
保
存
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
そ
れ
は

「
漢
の
王
葬
の
事
例
に
依
り
、
そ
の
頭
首
に
漆
し
、
武
庫
に
蔵
せ
し
む
」
と
い
う

記
事
で
あ
る
。
憶
測
す
る
に
、
物
部
氏
は
刑
罰
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
の
で
、

物
部
氏
の
管
理
す
る
石
上
神
宮
の
武
器
庫
に
も
処
刑
さ
れ
た
者
の
首
に
漆
を

塗
っ
て
保
管
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
漆
を
管
理
す
る
漆
部
造
は

物
部
氏
と
同
祖
と
称
し
て
い
る
。
(
『
先
代
旧
事
本
紀
」
「
天
孫
本
紀
」
)

ま
た
、
晋
の
武
帝
に
つ
か
え
た
政
治
家
・
学
者
の
杜
預
(
二
二
二

i
二
八
四
年
)

は
、
「
杜
武
庫
」
と
い
う
異
名
で
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
は
、
杜
預
に
は
武
庫
同
様
に
「
無

い
も
の
が
無
い
と
い
う
意
味
」
で
あ
る
。
彼
は
博
識
な
こ
と
は
勿
論
、
泰
始
律
令

を
制
定
し
、
諸
般
の
経
済
政
策
を
成
功
さ
せ
、
呉
を
討
滅
す
る
司
令
官
と
な
っ

て
大
功
を
た
て
、
『
春
秋
左
氏
経
伝
集
解
』
を
著
わ
し
て
そ
の
後
の
左
伝
研
究
の
基

礎
を
築
く
な
ど
八
面
六
腎
の
活
躍
を
し
た
の
で
、
社
預
に
は
武
庫
同
様
に
「
無
い

も
の
が
無
い
と
い
う
意
味
」
で
「
杜
武
庫
」
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

中
国
の
王
朝
の
武
器
庫
も
兵
器
の
み
な
ら
ず
、
種
々
の
珍
宝
・
物
品
が
収
納

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
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最
近
の
研
究
で
は
篠
川
賢
「
石
上
神
宮
神
宝
伝
承
小
考
」
(
『
日
本
常
民
文
化

紀
要
』
二
七
号
、
二

O
O九
年
一
二
月
)
が
注
目
さ
れ
る
。

神
刑
部
の
職
務
は
刑
罰
と
は
関
係
な
い
。
猪
膏
で
も
っ
て
万
剣
な
ど
を
磨

く
こ
と
に
従
事
し
て
い
た
(
拙
稿
「
刑
部
の
職
掌
・
起
源
と
宍
人
部
・
猪
使
部
・

河
部
に
つ
い
て
」
『
共
立
女
子
短
期
大
学
文
科
紀
要
』
第
四
十
一
号
)

福
原
啓
郎
『
晋
の
武
帝
司
馬
炎
」
一
五
九
ペ
ー
ジ
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